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Context
・HRダイアグラムでlog L/L⊙ < 5.4以下の低光度の後期型WC/WR星(WC7-9)が観測されているが、単⼀星の進化トラックでは

⼗分に再現できない。
・Roche lobe overflow (RLOF) による質量移動は、binaryの内部構造や表⾯組成を劇的に変化させることができる。
・binaryの進化経路はWC星を⽣成するための⾮常に有効。
・ガイア衛星による正確なWCまでの距離と明るさ
à single starとclose binaryの観測値とモデルがどれだけ⼀致するか？

・20〜40M⊙のsingle star modelと、
30M⊙ (primary) + 27M⊙ (companion)の連星について、
初期軌道周期を6.0⽇、20.0⽇、500.0⽇、1000.0⽇として進化を計算。

まとめ
・logL/L⊙が4.9から5.4の範囲にあるlow luminosity WR/WC星を、binaryによる進化モデルで説明。
・ Single star modelに⽐べて、効率的な質量の剥ぎ取りと光度と温度の両⽅でより広い範囲をカバー。

・X線観測の必要性・重要性

輝線のEW

・He II 4542とHe I 4471の強度⽐ à B0.2 ~ O9.5
・Weak Si III 4552 vs He II 4542 à O9.7 for companion
・𝜆4089 Si IV / 𝜆4026 He I ~ 0.4 à luminosity class = III or V
・Balmer lines (H𝜁, H𝛿, H𝛾 and H𝛽)のEWをテンプレートと⽐較
à 0.37+/-0.07 à伴星>1.1mag (⽐system）, >0.6mag（⽐WC4）
à 系全体でV=12.99 mag

・絶対等級：Mv＝-6.1mag, 伴星：Mv=-5.0+/-0.2 mag (D=49.6kpc)

時間変動とダスト温度

・2000~2010~2017年まで変動なし。
・2018年に急激な増光。
・NEOWISE-Rによる周辺326個の天体の位置に変化なし。近くに分⼦雲もなし。
à バーストの要因はこのWR系

・ダスト形成は⾮常に短いタイムスケール
à 軌道上の狭いタイミングで形成
à ⻑楕円軌道

・ダスト温度〜650K (cf : 典型的なCWB~1000K）
à terminal velocity ~ 3148km/s (> 2860km/s for WR140）
à ダストの分散による温度低下

輝線の速度変化

・𝜆5801-12 C IV blendの動径⽅向の速度を⽐較
à ⼤きな(77±12 kms-1)シフト
à WC4星とO9.7星が連星系を形成
à 衝突⾵連星
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・⾃転による進化への影響
：⾃転速度 à RSG期の質量放出の促進とWR星への移⾏。WN/WC⽐への影響。
：⼤気混合

・RLOWによる進化への影響
：効率的な外層⼤気の剥ぎ取り
：RSGの現象、WR星の増⼤ à Ib/c型のSNが多くなる。
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⾼光度WRはsingle 
star modelで説明
できる。

低光度WRはsingle 
star modelで説明
できない。

低光度WRもbinary 
modelだと説明できそう。


